
平成２９年３月２２日（水）全員協議会（報告） 

 

広報広聴委員会行政視察報告 
 

【日  時】  平成２９年１月２４日（火）～２５日（水） 

【視 察 先】  長野県飯田市、愛知県新城市 

【視察委員】  松嵜周一委員長、山本信行副委員長、遠藤久仁雄委員、鈴木岳幸委員 

        多田 晃委員、山根 一委員、石井通春委員 

【調査事項】 「議会改革における広報広聴活動について」 

 

【調査内容】 

１．平成２９年１月２４日（火） 視察先：長野県飯田市 

飯田市議会は「飯田市自治基本条例（平成１９  

年４月施行）」に基づき、「飯田市議会が行う広報   

広聴に関する規程（平成２５年４月施行）」を定め、  

広報広聴委員会の組織及び運営並びに委員会が行 

う活動について必要な事項を定めている。今回の 

視察では、飯田市議会で取組んでいる出前講座、 

議会報告会、情報公開について調査した。 

 

（１）小学校への出前講座について 

   飯田市議会広報広聴委員会の所掌事務の一つ 

に「市民への講座等の開催に関する事項」が掲げ 

られている。この事項に沿って「市議会による出前講座」は市民からの要望に応え、市議 

会を理解して頂くというものである。 

   今回の小学校への出前講座は、松尾小学校から要請を受け、議会内で検討し実施するこ 

ととなった。平成２６年度から実施し平成２８年度までに３回行っている。 

 

 ［実施概要］ 

   ・実施小学校は、いずれも松尾小学校６年生 ４クラス 約１３０名が対象 

  ・市議会側対応者 議長、副議長、広報広聴委員会委員（計 10 名） 

 

 ［その他］ 

  ・小学校への出前講座は現在まで松尾小学校からの要望に応えて実施している。 

・小学校数は全部で１９校であるが、松尾小学校以外の小学校からの要望は出ていない。 

・出前講座は市民からの要望に応えるものであり、小学校からの要望はその一つである 

が、他団体等からの要望もあれば受けていくこととなる。市民に対して幅広く窓口を開 

いておくことと、議員派遣手続き等が効率的に行えるよう、「出前講座要綱（仮称）」 

について、検討を始めている。 

 

（２）議会報告会について 

飯田市議会の議会報告会は「飯田市自治基本条例」第２３条に「議会報告会」の開催が

規定されている。特徴として、議会報告会は飯田市議会が主催し各地区まちづくり委員会

が共催という形で実施されている。 

［議会報告会の開催内容］ 

開催状況：平成２０年度は２０会場で７月～１１月にかけて実施 

平成２１年度～２８年度は９月～１１月に６会場で開催 

平均参加者数：８２名/１会場 

   開催形態：全体会（挨拶、議会報告）と分科会（常任委員会別・テーマ設定）で開催 



開催時間：平日の 19:00～21:00 

周知方法 

   ・ 開催日程、担当議員、分科会のテーマと意見交換会での論点等について記した資 

料をまちづくり委員会役員を通じ配布し周知した。   

   ・ その他団体として、ＰＴＡ、幼保の保護者会、女性連絡会等への周知をした。 

  

（３）議会のインターネット配信の取組みについて 

   ＊ 本会議  平成１７年１２月～ 地元ＣＡＴＶで放映開始。 

          平成２４年１２月～ ＵＳＴＲＥＡＭによる配信開始。 

   ＊ 委員会  平成２８年１２月～ インターネット映像配信開始。 

                      

（４）本市に反映できると思われる点 

《飯田市議会の出前講座》 

議会制度や議員活動等について知識を深めたいと要望する市民に応える取組みとして 

位置付けられている。小学校を対象とした「出前講座」も小学校からの要望を受けての

取り組みであり、子どもとの意見交換は課題解決の為の会というよりは議会の活動を知

ってもらう為の活動であり、主権者教育の観点から有意義な取り組みと考え、今後の参

考としたい。本市でも教育委員会とも協議し、検討したい。 

   

《議会報告会》 

形式の特徴は「分科会方式」と「テーマ設定」による運営としている。分科会方式は、

分科会に分かれて実施する場合の会場確保という物理的課題があるが、テーマ設定方式

は、参加意欲を持たせるために効果的な取組みである。今後、進め方の一つとして検討

していきたい。 

参加者数は、藤枝市でいう「自治会」である「まちづくり委員会」との共催により参加

者数はかなり多いとは感じたものの、課題としては若者や女性の参加者が少ないという、

多くの市議会で共通のものだとの印象を受けた。 

    小中 PTA,幼保の保護者会、消防団、女性団体等、積極的な声掛けが大事であり、今後 

の参考としたい。 

    毎年４カ所のみの開催となっているが、各種団体などの意見交換を検討するなど、参 

加者・対象者の拡大を検討したい。 

 

《委員会のインターネット配信》 

   議会改革としてはこれからの検討課題であるが、低予算で行っており、参考にしたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．平成２９年１月２５日（水） 視察先：愛知県新城市 

新城市議会の広報広聴活動は、「新城市議会基本条例 

（平成 23 年 10 月施行）」の第７条「市民との連携」、 

第９条「議会広  報の充実」、第１０条「議会報告会」、 

第１１条「広聴制度」に沿って取組まれている。今回 

の視察では、議会報告会、広報活動、若者議会につい 

て調査した。 

 

（１）議会報告会について 

新城市議会の議会報告会は「新城市議会基本条例」第  

１０条２項に基づき、「議会報告会実施要綱」を策定し実    

施している。議会の監視機能や政策提言などの議会活動の状況を地域に出向いて市民に 

直接報告・説明することで、市政に関する情報提供に努めて、さらに議会活動に対する 

意見、市政に関する提言などを直接聴取する機会として、市議会の機能を高め、発展に 

資する趣旨で開催している。 

 

［議会報告会の開催内容］ 

開催状況：第１回が平成２４年度に３日間・９会場で開催され、第８回となる平成 

２７年度まで同様に実施 

第９回となる平成２８年度は、５日間・１０会場で実施  

平均参加者数 ２５名／１会場 

開催形態：全体会（挨拶、議会報告、意見交換会）で開催 

開催時間：平日の 19:30～21:00 

周知方法：市広報誌、議会広報誌（議会しんしろ）、ケーブルテレビ市政番組、防災無

線放送、チラシの配布（全戸）、報道機関への投げ込み等 

 

（２）広報活動について 

 ［議会広報誌］ 

   発行回数  ４回／年 

   議会広報誌のリニューアル 

     旧来の「しんしろ市議会だより」（表紙カラー、他は２色刷り）は読みにくく用語 

等が難しいとの評価により、コンセプトを「あなたへの手紙」と位置付けた編集方針 

に沿って、「議会しんしろ」（表・裏カラー、他は２色刷り）にリニューアルした。 

 

  ［子ども向け議会ＰＲビデオの作成］ 

    市民に議会活動を平易に理解して頂ける広報機材として、議会ＰＲビデオ第１～６ 

   回のシリーズ版「市議会のしごと（ほのかだより(４分)）」を作成し、ケーブルテレビ 

   の番組「いいじゃん新城」で放送した。 企画・撮影等を全て議会で作成している。 

 

（３）若者議会について 

新城市が若者政策に取組み始めたのは平成２６年度からで、最初に「若者政策ワーキ

ング」を立上げ、１９名（高校生２、大学生７、社会人１、役所職員９）で２１回／年

のワークショップを経て、平成２６年１２月議会で全国初の「若者議会条例」が可決さ

れた。 

    第１期新城市若者議会が平成２７年４月からスタートし、第２期新城市若者議会は平 

成２８年４月から始動しており、平成２８年１２月までに１５回の若者議会が開催され 

ている。 

若者議会は、委員２０人以内で組織され、概ね１６歳から２９歳までで、任期は１年 

としている。委員報酬として 3,000 円／回を支給し、平成２８年度の活動予算は約 1,000 



万円が計上されている。 

  

［新城市若者議会］ 

    位置付け  平成２７年４月１日施行の「新城市若者条例」、「新城市若者議会条例」

に基づく市長の付属機関 

    趣 旨 ・ 若者総合政策を実施していくにあたり、その実効性を担保していく。 

・ 新たな若者の参加の仕組みを構築し、若者が活躍するまちを目指す。 

    機 能 ・ 市長の諮問に応じ、若者政策について話し合う。 

         ・ 政策を立案し、市長に答申する。 

 

（４）本市に反映できると思われる点 

《議会報告会》 

    アンケート結果によると、議会報告会開催を知ったのはチラシによるものが 65.8%と圧 

倒的であった。新城市では全戸にチラシ配布をしており、この効果によるものと思われ 

る。防災無線放送もＰＲの一つとして活用されており、アンケートからは 10.9%となっ 

ており、一つのＰＲ手法かと思われる。 

     また、議会報告会に参加できない市民に、議会だよりでの質疑を含めた内容の掲載も 

今後の参考にしたい。 

 

《議会広報誌》 

   リニューアルされたが、議会運営委員会副委員長（広報広聴委員会＝議運の正副＋編 

   集委員）がデザイン関係出身ということもあり、その視点での取組み強化という側面が 

見られた。議会用語の解説を加えるというような幾つかのアイデア紹介もあり、今後の 

藤枝市議会だより編集にあたっての参考としたい。 

 

《子ども向け議会ＰＲビデオの作成》 

    ４分で編集されたビデオであるが、２時間程度の撮影データから編集したものである。 

企画・交渉・撮影・編集等を自前でやられているとのことであったが、良い作品と評価

できても、議会独自の作成となると極めて難しい事業と思われるが、今後の参考とした

い。 

 

《若者議会》 

   市長のトップダウンで制定された「若者議会」の趣旨等について理解するものの、実現 

に向けては強い意志と、多大な労力が費やされている。行政側のかなりの労力が「新城市 

若者条例」施行までに払われており、トップの強い思いが無ければ難しい事業かと思われ 

るが、今後の検討課題としたい。 

  

以上 


